
本項では、従業員をはじめとする「人財」に関連する当社のマテリアリティである「人の尊重」「地域との共生」が、どのように財務的な企業価値向上に結び付いているかについて仮説を立て、その
関係性を可視化しました。J-POWERグループは大規模な発電・送変電設備によるエネルギー供給事業を展開しており、これらの設備を適切に運営し、地域社会との共生を担っているのは「人財」だ
と考えています。「人の尊重」においては、従業員が多様なキャリアや経験を積むことで専門性が高まり、人財の質・量が確保されることで、設備の安定稼働や既存事業への貢献、カーボンニュート
ラルに向けた事業の変革につながります。また、「地域との共生」においては、国内外の地域共生活動を通じて地域やステークホルダーとの信頼関係を構築することで、既存事業の円滑な継続や新規
事業の獲得につながっています。本分析を通じて、両マテリアリティが相互に関連し、地域との共生が従業員エンゲージメントの向上や人財の質・量の確保にも寄与していることを整理しました。
当社グループは、今後も人財と地域との共生を重視した事業運営を継続していきます。

各種研修や
公的資格取得支援等、
人財への積極投資

P.80

育成

J-POWERグループ大での
地域共生活動の強化

P.72

社内での
取り組み

地域イベント
（お祭り・環境保全／美化活動等）
への参加や教育活動

P.72-73

国内・海外
地域共生
活動

グループ会社と連携した
ツアーの企画や
PR施設の運営

P.72

地域PR・
認知度向上

地域との
共生

人の尊重

多様な人財の採用、
働きやすい職場環境
実現のための取り組み

P.81

採用・
環境づくり

人権尊重
人権尊重・安全衛生・
健康経営の取り組み

P.74  P.84

地域経済
への貢献

地元企業からの
調達・取引

国内外の既存事業への貢献
（大規模発電・送変電事業）

カーボンニュートラルに
向けた事業の変革

個々人に求められる
能力、知識、技能の習得

地域活性化への貢献

事業継続・電力安定供給・
効率化

イノベーションの推進

国内外での多様な経験・
キャリアの実現

地域づくりへの
貢献

教育・文化貢献

企業評価向上・
企業イメージ醸成

つながり創出

地域とともに生きる

多様な専門性を持った
人財の充実

人財確保

人財の質・量

安
定
的
な
事
業
基
盤
の
構
築

経
常
利
益
の
拡
大

企
業
価
値
向
上

マテリアリティ 施策分類 施策例 関連性 事業活動への効果 企業価値（財務）

1

2

CDP・社内公募制度等
自律的なキャリアを
後押しする制度の拡充

P.79-80

キャリア
形成

人権尊重・安全衛生・
健康経営・

ダイバーシティの実現

従業員
エンゲージメント向上

社員定着率・
就職人気の向上

地域社会の一員として
J-POWERグループの

知名度向上

国内外での
地域との

信頼関係構築
新規事業・

プロジェクトの獲得

従業員の地域共生活動参加による
J-POWERグループの人的交流の活性化

価値関連性分析（非財務価値の可視化）

イントロダクション J-POWERグループが
提供する価値

J-POWERグループの
戦略と事業

TCFD・TNFD提言に
基づく開示 価値創出を支える取り組み データセクション 26


